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I. 地図帳としての『広輿図』の資料的価値を確認する。

II. 中国の東あるいは南の地域についての関心のあり
方を検討する。

III. この地図帳が海域世界の研究にどのように寄与しう
るのか考察する。



明代後半から清代にかけて７度も木版出版された地
図帳である。

初版

1. １５５５年（嘉靖３４）ごろ、羅洪先によって、序文１丁、
地図４８丁、記事６８丁、合計１１７丁からなる初版本
が出版された。

2. ヴァルター・フックス（Walter Fuchs）が実見した初
版本は、旅順（Port Arthur）在住の羅振玉氏の蔵
書で、写真で地図のみ紹介した（1946年）。それ以
降は実見した記録がない。



承前

３．日本の国立公文書館所蔵の『広輿図』は１６４５年
（順治２）から１６６７年（康煕６）の写本と推定されて
いるが、構成が一致しており、初版本の写しである
可能性が高い。

４．境界外の諸国・諸地域として「朝鮮図」、「東南海夷
図」、「西南海夷図」、「安南図」、「西域図」が各一丁、
「朔漠図」が二丁収められている。

５．以上の構成からも明らかなように、境界地域あるい
は境界外についても多くの地図が作成されており、
きわめて広い視野から華と四夷を描こうとしている。



再版

1. １５５８年（嘉靖３７）に出版。現在、アメリカの国会図
書館、神戸市立博物館が全二巻を所蔵し、中国の
北京にある故宮博物館は下巻のみを所蔵。

2. 構成は初版と同じであるが、版は彫りなおしている
（海野、１９６６。高橋、２００８）。



３版

1. １５６１年（嘉靖４０）に出版。実見の記録なし。

2. ロシアの旧ペテルスブルグ・アカデミー（the former 
Library of the Academy of Science at St. 
Petersburg）と北京図書館が所蔵の可能性（フック
ス、１９４６。海野、１９６６）。

3. 「琉球図」、「日本図」、「四夷図」が追加され、４３種
になる。



４版

1. １５６６年（嘉靖４５）に出版。

2. 増補により分量も増え、２巻４冊で２０９丁に編纂。３
版から追加された地図参照。

3. 旧満鉄大連図書館、南京図書館、ハーバード大学
の燕京図書館が所蔵（海野、１９６６．高橋、２００８）。



５版

1. １５７２年（隆慶６）に出版。

2. １９世紀半ばごろまではその存在が確認できたが、
現時点ではまったく手がかりはない。

６版

1. １５７９年（万暦７）に出版。

2. 版の縦横の比率がやや横長になる。

3. 日本の尊経閣文庫が全巻、天理図書館が一部を所
蔵。



７版

1. １７９９年（嘉慶４）に出版。

2. 地誌的な記事のなかから韃靼、兀良哈、女直などが
削除（海野、１９６６年）。

3. 日本国内だけでも、京都大学人文科学研究所、同
文学部、東洋文庫、東京都立中央図書館（市村文
庫）などが所蔵。



海野一隆は、１５５７年（嘉靖３６）から１８３８年（道光
１８）までに３５種の書籍において『広輿図』所収の地
図の引用が見られることを確認（１９７５）。

1. 地誌（外国誌を含む）１３種

2. 軍事（九辺・海防など）９種

3. 政治４種

4. その他９種



海野一隆は、１６世紀中頃から１７世紀末に至る期間、
『広輿図』およびその系統の地図がヨーロッパの地図
にどのような影響を与えたかを検討（１９７８および１９
７９）。

1. １５８８年（万暦１６）、イエズス会士ルジェリが『広輿
図』をもちかえり、１５９０年、ローマでシナ全図を作
成。

2. １６５５年、イエズス会士マルチーニ『新シナ地図帖』
（Novus Atlas Sinensis）をブラウが出版。

3. 地図上に砂漠を表記する『広輿図』の技法（黒く塗
る）がヨーロッパにも広まる。



1. どちらも初版から掲載され、明にとって重要な東夷で
あることが示されている。

2. 安南図：未検討。

3. 朝鮮図：地名は１５世紀以降を反映、地形は朝鮮製
の地図にも類型を見ない。半島東南端が東に曲がっ
ている。島は巨済島、済州島、珍島、郡山島のみ。
黒山島、対馬島なし。地図参照。





1. 東南海夷図・西南海夷図ともに初版から掲載。

2. 声教広被図系地図あるいは李沢民系地図：アフリカ
大陸、ヨーロッパ、地中海、アラビア半島などユーラ
シア大陸の東から見ればかなり遠方まで描き、かつ
中国で南海諸国と呼ばれている現在の東南アジア・
南アジアに関する多くの地名を海のなかにちりばめ
ている。地図参照。

3. 地理情報：イスラム系の世界図から得られたもの（高
橋正、１９６３年、１９６６年、１９７３年）。







４．李沢民：元末明初に四明地域（現在の寧波）で活動
した李汝霖のことで、「声教広被図」とは、「声教被化
図」であると宮紀子によって推定（２００４年）。

５．朝鮮に関して： 『広輿図』所収の「朝鮮図」よりも古い
情報が多く、地形も異なる。

６．日本、琉球に関して：３版以降に追加されたにも関わ
らず影響を受けていない（後述）。



1. ３版から掲載。

2. 地図の系譜：不明。唯一のモデルとなりうる朝鮮の
『海東諸国紀』（１４７１年）の「琉球国図」とも異なる。
地図参照。

3. 描写：首里城の描写詳しい。福建への航路、「泊船
之所」、「迎恩亭」、「天使館」など中国からの使節に
関する記述あり。

4. 記述：この地域と中国との歴史についての記述あり。

5. 「東南海夷図」の琉球関係への反映はない。







１．３版から掲載

２．地図の系譜：「崑山鄭子若著」と地図中にあり、『日
本図纂』（１５６１年）を書いた鄭若曾の「日本図」であ
ることは明白。鄭若曾は倭寇対策のために胡宗憲
によって日本に派遣された人で、王直の中国への誘
引、大友氏との交渉などをおこなった。まさに同時代
の日本についての最新の地理情報によって作成さ
れた地図である。地図参照。





３．五島列島を中心として、九州周辺を詳しく描写してお
り、１６世紀後半の日本列島との関係を象徴してい
る。『海東諸国総図』との違い。

４．「東南海夷図」の日本列島の描写との関連を推定す
る見解もあるが（高橋正、１９８０年）、元代の地理情
報によって構成されている「東南海夷図」において、
日本図だけが新しい情報で描写されると考える理由
はない。すなわち、「日本図」の掲載によって「東南
海夷図」は影響を受けず。





1. ３版から掲載（６版以降は「華夷総図」）

2. 『広輿図』中の「輿地総図」とほぼ同じ領域を描写す
るが、海岸線の違いが目立つ。

3. 日本、琉球、南海諸国（「占城等凡六」あるいは「安
南即交阯布政司故地」）、西洋諸国（「悖泥等四十
九」）の記述は明代の国際関係を反映している。地
図参照。

4. ここでも「輿地総図」は「四夷図」から影響を受けず。







1. 広輿図全体を通じた原則：新たな地図の掲載が従
来からの地図の描写に影響を与えない。

2. 結果的に地図帳のなかで、ある特定の地域が別々
の地図で異なった表現をもつことになる。

3. 海域世界研究から見れば、「東南海夷図」、「西南
海夷図」、「朝鮮図」、「安南図」、「琉球図」、「日本
図」、「四夷図」は、それぞれ時代が異なる地域観を
反映したものとして分析できる。



海野一隆（１９６６年）「広輿図の諸版本」大阪大学教
養部『研究集録 XIV 人文・社会科学』１４７－１６４
頁。

海野一隆（１９７５年）「『広輿図』の反響」大阪大学教
養部『研究集録 XXIII 人文・社会科学』１－３４頁。

海野一隆（１９７８年）「ヨーロッパにおける広輿図」大
阪大学教養部『研究集録 XXVI 人文・社会科学』１
－２８頁。

海野一隆（１９７９年）「ヨーロッパにおける広輿図（承
前）」大阪大学教養部『研究集録 XVII 人文・社会科
学』３９－８６頁。



高橋公明（２００８年）「 『広輿図』のなかの南海諸国」
名古屋歴史科学研究会『歴史の理論と教育』129・
130合併号、33－４６頁。

高橋正（１９６３年）「東漸せる中世イスラーム世界図」
龍谷学会『龍谷大学論集』第３７４号、７７－９５頁。

高橋正（１９６６年）「『混一疆理歴代国都之図』再考」
龍谷大学史学会『龍谷史壇』５６・５７合併号、２０４－
２１５頁。

高橋正（１９７３年）「『混一疆理歴代国都之図』続考」
龍谷学会『龍谷大学論集』第４０１・４０２合併号、５８６
－６００頁。



高橋正（１９７５年）「元代地図の一系譜――主として
李沢民図系地図について――」大阪大学文学部『待
兼山論叢』第９号、１５－３１頁。

高橋正（１９８０年）「中国・朝鮮製地図に見える初期
日本図」天理図書館報『ビブリア』７５号、４２６－４３３
頁。
フックス（１９４６年）：Walter Fuchs, The “Mongol 
Atlas” of China by Chu Ssu-Pen and the 
Kuang-Yü-T’u, Monumenta Serica, 
Monograph VIII, Peiping, Fu Jen University, pp. 
1-48.



宮紀子（２００４年）「『混一疆理歴代国都之図』への道
――１４世紀四明地方の『知』の行方――」藤井讓治・

杉山正明・金田章裕編『絵図・地図からみた世界像』、
３－１３０頁。
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